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日本のものづくりの未来を拓く！
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企業・・・つながらなければ生き残れない！！

製品・・・つながらなければ価値がない！？

付加価値のシフト
（メガトレンド）

つながる！ものづくり
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要素技術 つながる技術

製品 サービス

データソフトハード

ＩｏＴはモノがデジタルでつながった状態



つながらない理由は？
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つながる
世界

経営的要因
（損か得か）

制度的要因
（良いか悪いか）

技術的要因
（できるか否か）

戦略的要因
（勝つか負けるか）

企業文化

ステークホ
ルダ



なぜＩＶＩなのか？

企業の自前主義をかえるための場

協調（共通）領域をさがし定める場

ものづくりの現場をデータでつなぐ場

情報システムの役割を再検証する場

ものづくり知識の付加価値を考える場

ボーダレスなものづくりを推進する場

中小企業の新たな挑戦を応援する場

地域に根付いたものづくりを支援する場
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どうやってつなぐのか？
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役者
活動

活動

活動

活動

活動

情報

情報

情報

モノ

モノ

場面１ 場面２

モノ
情報

情報

情報

情報でつなぐ
方式（従来型）

ＩｏＴインフラ（社内ＤＢ、クラウド、通信ネットワークなどの組み合わせ）

データでつなぐ
方式（ＩｏＴ型）



伝送のサイバー化（情報）
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操作 情報 操作情報

サイバー空間
＝プラットフォーム

物理的な移動
AS-IS

操作 情報 操作情報

BO-BE



サイバー空間
＝プラットフォーム

伝送のサイバー化（モノ）
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操作

操作

モノ

情報 モノ

操作

操作

情報

操作 モノ モノ 操作操作

操作 情報

トリガ

レポートコト

物理的な移動

AS-IS

BO-BE



BO-BE

AS-IS

操作のコト化（ロジック化）
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操作

操作

情報

情報

操作

B

A

C

操作 モノ

A B

C
コト：
ロジック

コンピュータ

A
B

C

ロジック



フィジカルとサイバーの関係
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情報
情報

モノ

モノ

情報

トリガ トリガ

トリガ
（自律アクション）

フィジカル
（物理的）
な世界

ロジック

ロジック

データ

データ

データ

データ

ロジック

サイバー
（デジタル）
な世界

デジタル化
した情報は
サイバー
世界へ

デジタル化
してない情報

Ioｔでは
ないモノ

IoTであるモノ
はダイレクトに
サイバー世界へ
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プラットフォームとは
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アクティビティ

アクティビティ

業務Ａ

情報

アクティビティ

アクティビティ

業務Ｂ

情報
データ

データ

つなぐしくみ

伝えるしくみ

プラットフォームとは・・・

◆関連する業務が相互に連
携するためのしくみ

◆必要なデータを交換また
は伝えるためのしくみ



ＩＴインフラ支援ツール
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データ

情報

役者（活動）

場面（いつ、どこで）

データ

モノ（コト）

データ

情報

役者（活動）

場面（いつ、どこで）

データ

モノ（コト）

データの提供側 データの利用側

こんな機能
が必要

こんな機能
が必要

役者（活動）

こんな機能
が必要

IoT

こんな機能
が必要

クラウド

データ管理ツール（データを変換する）

IoT現場ツール（データを取り出す）

クラウド管理（データを中継する）

通信サービス（データを伝える）

＝ 凡例 ＝2015年度IVI実証実験用
IoT製品＆サービス公募

2015年12月
応募４３件
採択２８件
採用１５件



ゆるやかな標準と実システム
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現実の
生産現場現実の

情報システム

プラットフォーマー

個別のプラット
フォーム製品

ＩＴシステム
ベンダ企業

情報システム
製品／サービス

ゆるやかな
標準モデル

あるべき
ものづくりの
モデル（TO-BE）

プラットフォーム
リファレンス

検証 要件

あるべき
情報システム
（TO-BE）

ユーザー
企業（工場）



Copyright 2016 (IVI) Industrial Value Chain Initiative

プラットフォーム構成要素
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プラットフォ
ームＡ

プラットフォ
ームＣ

プラットフォ
ームＢ

プラットフォ
ームＤプロ

ファイル

プロ
ファイル

プロ
ファイル

インフラ
Ａ１

インフラ
Ａ２

インフラ
Ｂ１

インフラ
Ｄ１

インフラ
Ｃ１

プロトコ
ル０２

プロトコ
ル０４

プロトコ
ル０３

プロトコ
ル０７

オントロジ
ーＤ

オントロジ
ーＢ

オントロジ
ーＡ

オントロジ
ーＣ

ユーザ
００１

ユーザ
００２

ユーザ
００３

テストベ
ット

評価
認証

実装
実装

準拠 アプ
リ２

アプ
リ１

アプ
リ３

アプ
リ２

アプ
リ３アプ

リ１ 利用利用

利用

アプリベンダー

プラットフォーマー

ユーザー企業（製造業）



プラットフォームの分類
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すり合わせ
統合型

モジュール
統合型

スタート
アップ型

企業内連携 企業間連携 オープン連携

超大企業 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな
超大企業

中小企業中小企業中小企業

大企業 大企業
中小企業

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな
ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業
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ビジネス連携委員会のWG構成

19

※シナリオ種はデータ形式の共通化部の分類を示す 1xx：設備間、2xx：工程間、3xx：工場間、4xx：利用者間

No 業務シナリオ名 メンバー ｼﾅﾘｵ種

1 遠隔地の工場の操業監視 ダイフク，NEC，他11社 101

2 設備ライフサイクルマネジメント 矢崎総業，他7社 105

3 現物データによる生産ラインの動的管理 横河電機、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ他11社 106-1

4 設備連携によるリアルタイムな保全管理 オムロン，他14社 106-2a

5 リアルタイムな設備データと保全管理 オークマ，他12社 106-2b

6 保全データのクラウド共有とPDCA NEC，他7社 106-3

7 MESによる自動化ライン間の統合 神戸製鋼所，他15社 108-1

8 企業を超えて連携する自律型MES 小島プレス工業，他9社 108-2

9 想定外の状況に対応可能なMES デンソー，他10社 108-3

10 実績データによる製造知識の獲得 日立製作所，他5社 109

11 データ連携による品質保証 キヤノン，他7社 201

12 ロボットを活用した中小企業の生産システム 安川電機，他9社 204

13 生産技術＆生産管理のシームレス連携 川崎重工，他9社 207

14 設計＆製造BOM連携とトレサビ管理 豊田中央研究所，他10社 208

15 人と設備の共働工場における働き方の標準化 トヨタ自動車，他6社 211

16 中小企業を中心とするつながる町工場 今野製作所，他9社 306

17 サイバーフィジカルな生産＆物流連携 東芝，他4社 309

18 遠隔地のB2Bアフターサービス ニコン，他12社 402

19 ユーザ直結のマス・カスタマイゼーション マツダ，他8社 403

20 国内外企業間の生産情報連携による変動への対応 富士通，他4社 310



プラットフォームの選定

複数企業（ステークホルダ）が、それぞれ利害関係が対
立する形で参画すること

ＰＦがあればＷｉｎ－Ｗｉｎとなるが、通常はそのよう
なことはおこらないようなケース

 ロジックよりはデータそのものの存在、データの集約と連携
が付加価値を生む世界

個別の競争力の源泉はしっかり隠す“オープン＆クローズ
戦略”が組み込まれていること

データの発生元は現場であり、ＩｏＴとして人や人モノ
から得られたデータを活用していること
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プラットフォーム候補（１）
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◆設備保全ビックデータ
ＰＦ（保全データ活用ＰＦ）

保全データのクラ
ウド共有とPDCA

リアルタイムな設備デ
ータと保全管理

設備ライフサイク
ルマネジメント

遠隔地の工場
の操業監視

◆企業間ＭＥＳ連携Ｐ
Ｆ（ＭＥＳ連携ＰＦ）

現物データによる生産
ラインの動的管理

設備連携によるリアル
タイムな保全管理

企業を超えて連携
する自律型MES

MESによる自動化ラ
イン間の統合

実績データによる製
造知識の獲得

データ連携によ
る品質保証



プラットフォーム候補（２）
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◆人と現場の見える
化ＰＦ（人の活用ＰＦ）

◆設計製造連携ＰＦ
（仮想大部屋ＰＦ）

◆個別受注同期生産Ｐ
Ｆ（超多品種対応ＰＦ）

◆遠隔地カスタマーサービ
スＰＦ（サービス拠点ＰＦ）

遠隔地のB2Bア
フターサービス

ユーザ直結のマス・カ
スタマイゼーション

人と設備の共働工場にお
ける働き方の標準化

生産技術＆生産管理
のシームレス連携

想定外の状況に対
応可能なMES

設計＆製造BOM連
携とトレサビ管理



プラットフォーム候補（３）
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◆つながる町工場Ｐ
Ｆ（サポイン連携ＰＦ）

◆グローバルニッチ支援
ＰＦ（海外ＳＣＭ支援ＰＦ）

中小企業を中心とする
つながる町工場

国内外企業間の生産情報
連携による変動への対応

◆物流と生産の広域連携
ＰＦ（グローバル物流ＰＦ）

サイバーフィジカルな
生産＆物流連携

◆オープン型ラインビル
ダーＰＦ（ロボエンジＰＦ）

ロボットを活用した中小企
業の生産システム



プラットフォーム事前設計

◆設備保全ビックデータＰＦ（保全データ活用ＰＦ）

◆オープン型ラインビルダーＰＦ（ロボエンジＰＦ）

◆人と現場の見える化ＰＦ（人の活用ＰＦ）

◆企業間ＭＥＳ連携ＰＦ（ＭＥＳ連携ＰＦ）

◆設計製造連携ＰＦ（仮想大部屋ＰＦ）

◆個別受注同期生産ＰＦ（超多品種対応ＰＦ）

◆つながる町工場ＰＦ（サポイン連携ＰＦ）

◆グローバルニッチ支援ＰＦ（海外ＳＣＭ支援ＰＦ）

◆物流と生産の広域連携ＰＦ（グローバル物流ＰＦ）

◆遠隔地カスタマーサービスＰＦ（サービス拠点ＰＦ）

24
平成２８年度のIVI課題候補



リファレンスモデルの進化
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2015年度 2016年度

評価実証＆実用化展開 評価実証＆実用化展開

共通
モデル

Ver. 1.0

業務シナ
リオ設定

個別
モデル

ゆるやかな
標準化

第2期

業務シナ
リオ設定

ゆるやかな
標準化

個別
モデル

共通
モデル

パイロット
実証

インフラ
公募

第1期

第１期 プラットフ
ォーム
ＲＭ

パイロット
実証

第2期

Ver. 1.0

共通
モデル

Ver. 2.0

プラットフ
ォーム
ＲＭ

業務シナ
リオ設定

Ver. 2.0
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２０１６年３月のアウトプット

業務シナリオ解説書
各業務シナリオを通しで解説し、それぞれの特徴と、技術的な優位性を示します。
読み物として、IoTで工場がどのように変わるか、そのためにどのような技術が用いら
れているかを理解できるようにします。

ゆるやかな標準活用手引き
ゆるやかな標準の具体的で、技術的な側面を一般の工場の担当者でもわかるよ
うに解説します。ゆるやかな標準の教科書的として、その手法を普及させるための
ツールとして位置付けます。

IVIリファレンスモデル辞書V1
実際に今年度のWGおよび実証実験で利用された活動、情報、物事、そしてデ
ータについて、それらを一覧でき、さらにはそれぞれの詳細な構造についても参照で
きる辞書を提供します。

ホワイトペーパー「つながる工場」（日本語、英語）
ゆるやかな標準のコンセプトおよびその具体的な実現例によって、IVIのアプローチ
をわかりやすく解説するとともに、海外の動向との比較などもおこないながら総括し
ます。英語版も同時に作成し、対外的な発信もおこないます。

27

近日公開！



2016年度事業内容（暫定版）

1.ビジネス連携支援事業

2.ゆるやかな標準化事業

3.プラットフォーム整備事業

4.地方ワークショップ事業

5.ビジネスセミナー事業

6.イベント・シンポジウム事業

7.海外パブリシティ事業

28



ビジネス連携支援事業
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

業務シナリオ定義
（AS-IS, TO-BE）

パイロット
実証

評価実証
プロジェクト

公開シンポジウム

公開シンポジウム

課題、テーマ
ノミネート

公開シンポジウム
（設立総会）

全体会合（内部） 全体会合（内部）

全体会合（内部）

４月２０日（水）
５月１２日（木）
６月 ９日（木）

2016年



地方セミナー・ワークショップ
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企画 募集

準備 フォローアップ

実施

企画 募集

準備 フォローアップ

実施

企画 募集

準備 フォローアップ

実施

実施

12時

15時

18時

21時

金曜日 土曜日
9時

レクチャー

演習（例題）

ワークショップ

ワークショップ

発表会

懇親会

募集

準備 フォローアップ

企画

☑ 県や市、地域の支援機関と共催
☑ 中小企業キーパーソン20名（20社）
☑ それぞれの会社の課題をもちよる
☑ 地域の大企業がホスト役をやる
☑ 支援機関は２か月フォローアップ
☑ 対象は連携シナリオの作成まで

年4回開催
（4地域限定）

2016年



プラットフォーム整備事業

1. ビジネスドメインとスコープを決定
課題の明確化、あるべき姿の明確化

中長期の外部環境（技術、制度、市場、社会）

2. ステークホルダの利害関係の分析
既存の枠組みをこえたプレイヤーを想定

つながる前提でのポジショニングを再定義

3. 技術的要因と競争ルールを選択
移行シナリオを時系列の設定

プラットフォーマーとプロモーターの選定

4. 競争と協調のエコシステムを監視
段階に応じたレギュレーションを設定

プラットフォーム間の競争、協調を支援

31

ここで事前設
計します。



プラットフォーム整備事業

現在、ＩＶＩ幹事会にて、プラットフォームＳＧ（ス
タディーグループ）が承認済み

３月～４月中に有識者（ＩＶＩ外部を含む）を
まじえて方向性を議論

４月以降にプラットフォーム候補の選定と具体的な
設計に着手

６月の総会にてアクションプラン（進め方、体制を含
む）を提示し公募

32

• 業務シナリオＷＧの完成シナリオによってプラットフォームの効果を検証
• プラットフォーマーは、参加費とは別に企業規模に応じた協賛金が必要
• 実際のシステム開発、および実装はプロジェクト参加企業側で行う
• 標準化ＴＦやＲＲＩとの関係を明確化し、さらに海外とも連携して進める



ＩＶＩプラットフォーム

33

ゆるやかな
標準

しなやかな
インフラ

したたかな
実装

リファレンスアーキテクチャー

プラットフォームとは・・・

◆関連する業務が相互に連携するためのしくみ

◆必要なデータを交換または伝えるためのしくみ

プラットフォームを変える
プラットフォームが変わる

ゆるやかな標準
リポジトリ

インフラ支援ツール
認証評価（ＩＶＩ認証）

実装ノウハウ集と
支援者ネットワーク

業務シナリオ
ディクショナリ



ありがとうございました。

http://iv-i.org
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